○　北海道職員の勤務時間、休暇等に関する条例
（休暇の種類）

第12条　職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇及び組合休暇とする。

（組合休暇）

第17条　組合休暇は、職員が登録された職員団体の規約に定める機関で人事委員会規則で定めるものの構成員として当該機関の業務に従事する場合及び登録された職員団体の加入する上部団体の当該機関に相当する機関の業務で当該職員団体の業務と認められるものに従事する場合における休暇とし、その期間は、人事委員会規則で定める。

２　前条第３項の規定は、前項の組合休暇について準用する。

○　北海道職員の勤務時間、休暇等に関する規則

（組合休暇）

第13条　条例第17条第１項の人事委員会規則で定める機関は、議決機関（代議員制をとる場合に限る。）、執行機関、監査機関、投票管理機関及び諮問機関とする。

２　組合休暇の期間は、一の年において30日の範囲内の期間とする。

３　継続再任用職員の当該採用された年における組合休暇の期間は、前項に掲げる期間から当該年において再任用職員となった日の前日までの間に使用した組合休暇の日数を減じて得た日数の範囲内の期間とする。

４　組合休暇の単位は、１日又は１時間とする。

５　第11条第５項及び第７項の規定は、組合休暇を使用する職員について準用する。この場合において、第11条第５項中「第１項第13号及び第14号の休暇」とあり、及び同条第７項中「特定休暇」とあるのは、「組合休暇」と読み替えるものとする。

